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　　　　 　　Keedong Yoo：MULTI-CRITERIA EVALUATION APPROACH FOR DETERMINING 
　　　　　　　　　　THE VALUE OF INFORMATION AND KNOWLEDGE
　　　　　　　　コメント：蔡イン錫















































 巻頭言 …………………………………………………… 町田　俊彦（所員）
 専修大学社会科学研究所創立0周年記念檀国大学・専修大学合同研究会
 　　「米主導のグローバル資本主義の終焉と日本経済」
 　　　　 ………………………………………………… 宮嵜　晃臣（所員）
 　　「『日本的経営』の見直しと格差･貧困の諸相」 … 福島　利夫（所員）
 専修大学社会科学研究所創立0周年記念公開シンポジウム
 　第1回『資本論』から現代を読む　
 　　基調報告 …………………… 的場　昭弘（神奈川大学経済学部教授）
 　　司　会 ……………………………………………… 村上　俊介（所員）
 　　コメント ………………… 清水　真志（所員）・吉田　雅明（所員）
 　第2回 今日の貧困と『資本論』
 　　基調報告 ………………………………… 伍賀　一道（金沢大学教授）
 　　司会 ………………………………………………… 兵頭　淳史（所員）
 　　コメント ………………… 宮嵜　晃臣（所員）・福島　利夫（所員）
（2）　7月（第55号） 「創業期三井物産の諸投資」 ……………………………  麻島　昭一（参与）
（）　8・9 月（第55・57合併号）「2009年度春季実態調査（長崎）特集号」　
 「長崎県、長崎市の経済」 ……………………………… 佐々木浩二（所員）
 「『中核市』の人口・就業構造及び財政と長崎市」 … 町田　俊彦（所員）
 「地方自治体の中小企業政策に関する一考察
 　　―長崎市の中小企業政策と関連させて―」
 　　　　 …………………………………………… 飯田　謙一（研究参与）
 「『記憶』の無人島・軍艦島－廃鉱の島・長崎県端島－」
 　　　　 ………………………………………………… 柴田　弘捷（所員）
 「斜面都市・長崎のまちづくりの課題－1982年の長崎豪雨災害以降－」
 　　　　 ………………………………………………… 福島　義和（所員）
（4）10月（第58号） 「中国の『アンドレ・バサン』と『ヌーヴェル・ヴァーグ』
 　　―文化大革命終焉直後の中国におけるフランス映画文化の受容」
 　　　　 …………………………………… 劉　文　兵（本学非常勤講師）
 「日本におけるルカーチ受容史概観」 …… 西角　純志　（所外研究員）
（5）11月（第59号） 「キリスト教原理主義とアメリカ政治」 …………… 堀江　洋文（所員）
（）12月（第570号） 「ワーク・ライフ・バランス論における公共性概念の位置づけ」
 　　　　 ………………………………………………… 鈴木奈穂美（所員）
 「中国の対アフリカ援助における評価分析」
 　　　　 ………………………………………… 施　錦　芳（所外研究員）
所報（2010. 1～12）
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４．『社会科学年報』第44号の刊行　（2010年3月10日）
［論文］　　（1）儀我壮一郎（元研究参与）　「張学良少帥と日本」
（2）髙梨　健司（所外研究員）　「片倉製糸の蚕種生産体制の構築
　　　　　　　　　　　　　　　　～一代交配蚕種普及団を中心に～」
（）森　　　宏（研究参与）･三枝　義清
　　　　　　　　　　　　 　　「食料消費のコウホート分析
　　　　　　　　　　　　　　　　―伝統的ミクロ経済学との関連において」
（4）榎　　　透　（所員）　　 　「『君が代』ピアノ伴奏拒否事件に見る思想・良心の
　　　　　　　　　　　　　　自由と教育の自由」
（5）桑野　弘隆（所外研究員）　「アルチュセールとプーランツァスの国家論における
　　　　　　　　　　　　　　差異について」
（）小林直樹（研究参与）　　　「『法の人間学』をめぐる若干の問題
　　　　　　　　　　　　　　　　―佐藤説子教授の提起に応えて」
（7）高木　康一（所外研究員）　「リスボン条約とアイルランドにおけるレファレンダム」
（8）梶原　勝美（所員）　　　　「ブランド・マーケティング体系（Ⅶ）
　　　　　　　　　　　　　　　　―商品分類からブランド分類へ―」
（9）福島　義和（所員）　　　　「リーロン地区の再開発事業にともなう人口移動と　
　　　　　　　　　　　　　　上海大都市圏の拡大（その１）」
［研究ノート］
（1）藤本　一美（所員）　　　　「世界の一院制議会（Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　　　　―ニュージーランド議会における上院廃止」
（2）黒岩　俊郎（研究参与）　　「産・官・学を経験して」
　
5.「専修大学社会科学研究所叢書」刊行について
第12巻『周辺メトロポリスの位置と変容』（宇都榮子・柴田弘捷 編）が2010年月27日に専修
大学出版局より刊行された。
　「産業構造の転換と川崎の都市開発―郊外化から再都心化の時代へ―」…… 今野　裕昭（所員）
　「川崎市内産業・従業者特性と住民の性格」…………………………………… 柴田　弘捷（所員）
　「戦前期川崎市における社会事業の形成展開―川崎社会観の活動を中心に―」
　　　　 ……………………………………………………………………… 宇都　榮子（所員）
　「アジア都市川崎の多文化・他民族経験」……………………………………… 広田　康生（所員）
　「堺と川崎の防災まちづくりを考える
　　 ―堺市湊西地区と川崎市多摩区中野島町会における「結果防災」をめぐって―」
　　　　 ……………………………………………………………………… 大矢根　淳（所員）
― 212 ―
専修大学社会科学年報第 45 号
６．研究所の運営
所員の総意のもとに、各所員の積極的な参加を活力にして、本研究所を民主的に運営し、社会諸
科学の総合的研究を推進していくために努力している。所員の意見・希望等に積極的に応えている。
７．その他の活動
１．文献資料の収集
（1）社会科学分野にかかわるリファレンス資料に相当するもの（辞書、統計、白書、年鑑等）の
収集に重点を置くという方針に基づいて、文献資料を収集｡
（2）年度当初から文献購入希望を募り、予算枠を考慮しつつ、随時購入｡
（）社研プロジェクト「中国社会研究」の一環としておこなってきた中国経済・社会に関する文
献収集に関しては、範囲を拡大して「東アジア社会研究」として継続して実施している｡
２．文献資料の整理、配架
（1）文献資料の検索は「図書カード」によるものとして、収集した文献の整理を行ない、その電
子化にむけた作業も実施している｡
（2）CD-ROM版の文献資料はロッカーに別途保管する｡
（）図書館と重複して購入している和雑誌に関しては、書庫が手狭になったため（直近数年分を
除き）廃棄処分とした｡なお、廃棄にあたっては、希望者が対象雑誌を持ち帰りできる期間を
設けた｡今年度については7月2 ～ 0日に頒布会を実施し、その便宜を提供した。
３．文献資料の公開
「文献ニュース」を社会科学研究所のホームページに掲げ、2009年度に収集した主な文献を中心
に新着情報を提供した。
４．ホームページの充実
（1）ホームページの充実
ホームページのさらなる充実をすすめてきた。論文を読みやすくするために、論文単位の
ファイル化、抄録の作成、問い合わせ先の追加などを検討している。
（2）電子メールの活用
電子メールを活用して、通信業務を効率化する。2007年度より開始した所員に対する案内
等の電子メール化を継続した。ただし、郵送の必要なもの（例：委任状など）や、電子メール
に対応していない所員に対しては、引き続き郵送とした。
（）コンピュータシステムの充実
所報（2010. 1～12）
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社研神田分室のパソコンを更新した。ただし、インターネットとの接続が困難なので、現
在まで接続されていない。その旨、あらかじめご理解の上、利用していただきたい。
（4）CD-ROMの利用環境の整備
（5）図書館と協議し，月報・年報の専修大学学術機関リポジトリへの登録準備を進めてきた。
